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◎
陳
情
者

　
・
山
崎
地
区
激
特
事
業
対
策
委
員
長
　
福
原
成
夫
ほ
か
１０
名

山
崎
橋
の
現
在
地
で
の
架
橋
及
び
東
橋

の
交
通
安
全
等
に
配
慮
し
た
架
橋
の
実

現
に
特
段
の
支
援
を
求
め
る
陳
情

Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題
の
早
期
解
決
を
求
め

る
意
見
書
の
採
択
に
つ
い
て

趣
旨
　
河
川
激
特
事
業
に
よ

り
、
山
崎
橋
に
つ
い
て
は
現

在
地
か
ら
１
０
０
メ
ー
ト
ル

上
流
に
移
設
す
る
案
が
示
さ

れ
ま
し
た
が
、
こ
の
案
で
は
、

こ
の
地
区
を
真
っ
二
つ
に
分

断
し
先
人
た
ち
が
一
体
と
な

っ
て
築
き
上
げ
発
展
し
て
き

た
努
力
と
歴
史
を
根
本
か
ら

破
壊
し
て
し
ま
う
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
久
富
木
川
に
架
か

る
東
橋
の
架
け
替
え
に
つ
い

て
は
橋
の
中
央
部
が
高
く
な

る
「
太
鼓
橋
」
で
計
画
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
交
通
安
全
の

面
や
子
供
・
高
齢
者
の
通
行

の
観
点
か
ら
不
安
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

山
崎
橋
の
架
橋
は
現
在
地
で

行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
、

東
橋
の
架
橋
は
交
通
安
全
や

子
供
・
高
齢
者
の
通
行
に
配

慮
し
た
架
橋
を
行
っ
て
い
た

だ
き
た
い
こ
と
か
ら
、
要
望

実
現
に
向
け
て
御
支
援
を
お

願
い
し
ま
す
。

森
林
・
林
業
・
木
材
関
連
産
業
施
策
と

国
有
林
野
事
業
の
健
全
化
を
求
め
る
意

見
書
を
送
付

　
全
国
林
野
関
連
労
働
組
合

北
薩
森
林
署
分
会
執
行
委
員

長
山
下
和
也
氏
か
ら
の
要
請

を
受
け
、
森
林
・
林
業
基
本

計
画
の
確
実
な
実
行
や
、
地

球
温
暖
化
防
止
森
林
吸
収
源

１０
か
年
対
策
の
着
実
な
実
行
、

多
面
的
機
能
維
持
を
図
る
た

め
の
森
林
整
備
等
を
推
進
す

る
施
策
の
実
行
と
、
こ
れ
に

要
す
る
平
成
２０
年
度
予
算
の

確
保
を
さ
れ
る
よ
う
意
見
書

を
内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
関
係

大
臣
等
に
送
付
し
、
そ
の
実

現
を
要
請
し
ま
し
た
。

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
の
存
続

を
求
め
る
意
見
書
を
送
付

　
平
成
１２
年
度
か
ら
進
め
ら

れ
て
き
た
中
山
間
地
域
等
直

接
支
払
制
度
は
、
平
成
１７
年

度
に
新
対
策
と
し
て
継
続
の

運
び
と
な
り
ま
し
た
が
、
平

成
２１
年
度
ま
で
の
期
限
と
さ

れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
今
後
ま
す
ま
す
高
齢
化
す

る
状
況
に
お
い
て
、
農
村
環

境
の
維
持
保
全
、
食
料
自
給

率
の
向
上
、
農
山
村
の
果
た

す
多
面
的
機
能
を
確
保
す
る

観
点
か
ら
、
各
集
落
協
定
か

ら
も
存
続
を
望
む
声
が
多
く

上
が
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

平
成
２２
年
度
以
降
も
中
山
間

地
域
等
直
接
支
払
制
度
が
存

続
さ
れ
る
よ
う
意
見
書
を
内

閣
総
理
大
臣
ほ
か
関
係
大
臣

等
に
送
付
し
、
そ
の
実
現
を

要
請
し
ま
し
た
。

単
独
処
理
浄
化
槽
を
合
併
処
理
浄
化
槽

に
入
れ
替
え
る
場
合
の
上
乗
せ
補
助
の

実
施
に
つ
い
て

豚
舎
建
設
計
画
の
事
前
調
査
等
に
つ
い

て

上流１００メートルに架け替えの案が示された山崎橋

陳
情
と

　
意
見
書

陳
情
と

　
意
見
書

採 択
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